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建設現場の
“遠隔”最前線

特集

有限会社原田左官工業所
注目企業を訪ねる

街と人の再生で、
健康長寿社会を目指す

ここでちょっと一息 Coffee Break
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  「『
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い
』
と
い

う
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
を
受
け
、
宇
宙
船
の

よ
う
な
か
っ
こ
い
い
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
導
入
企
業
で
は
、
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
に
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
を
設
置
し
て
Ｐ
Ｒ
し

た
と
こ
ろ
若
手
や
女
性
入
職
者
が
増
加
し

た
と
い
う
効
果
も
出
て
い
ま
す
」　

　

今
年
４
月
に
は
、
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム

を
大
型
車
に
搭
載
し
た
移
動
式
Ｄ
Ｘ
オ

フ
ィ
ス
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
オ
フ
ィ
ス
）
の
販

売
も
開
始
し
た
。
近
年
、
自
治
体
の
大
き

な
課
題
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
災
害
復
旧

で
は
、
現
場
の
状
況
が
分
か
ら
ず
通
信
も

ま
ま
な
ら
な
い
な
ど
、
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
の
現
場
も
あ
る
。

  

「
建
設
機
械
の
遠
隔
操
作
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
現
況
測
量
や
衛

星
通
信
に
よ
る
情
報
共
有
な
ど
も
可
能
な

〝
動
く
現
場
事
務
所
〟
と
な
っ
て
、
安
全

に
迅
速
な
対
応
が
実
現
で
き
ま
す
。
災
害

時
の
活
用
を
想
定
し
な
が
ら
も
、
建
設
現

場
の
安
全
性
や
環
境
適
応
性
な
ど
に
も
貢

献
で
き
る
と
考
え
て
お
り
、
活
用
事
例
を

増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　

今
後
の
課
題
は
、〝
遠
隔
〟
と
〝
搭
乗
〟

の
差
を
な
く
す
こ
と
だ
と
い
う
。
技
術
の

進
歩
は
加
速
し
て
い
る
も
の
の
、
距
離
感

が
つ
か
み
に
く
い
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
で
の

操
作
か
ら
建
設
機
械
の
動
作
ま
で
０
・
７

〝
デ
ー
タ
活
用
〟
が
急
が
れ
て
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
中
、E

A
R

T
H

B
R

A
IN

で
は

建
設
現
場
の
Ｄ
Ｘ
化
を
実
現
す
る
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
群
と
し
て
、
建
設
プ
ロ
セ
ス

全
体
を
デ
ジ
タ
ル
で
管
理
す
る
「Sm

art 

C
onstruction®

」
シ
リ
ー
ズ
を
提
供
し

て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
建
設
業

界
に
お
け
る
抜
本
的
な
課
題
解
決
に
不

可
欠
な
〝
現
場
の
無
人
化
＝
遠
隔
化
＋
自

動
化
〟
を
実
現
す
る
「
無

人
化
施
工
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
の
開
発
に
も
取
り
組

ん
で
き
た
。
そ
の
第
一
歩

が
「Teleoperation

」
だ
。

  

「
こ
の
遠
隔
操
作
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
ま

ず
労
働
生
産
性
向
上
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

短
時
間
し
か
建
設
機
械
が
稼
働
し
な
い
現

場
が
複
数
あ
る
場
合
、
遠
隔
操
作
な
ら
一

人
で
こ
れ
ら
の
現
場
を
担
当
で
き
ま
す
。

ま
た
、
難
し
い
作
業
は
現
場
で
搭
乗
操
作

を
行
い
、
簡
単
な
作
業
は
遠
隔
操
作
す
る

な
ど
使
い
分
け
れ
ば
、
稼
働
率
向
上
に
つ

な
げ
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
危

険
な
現
場
で
の
作
業
を
オ
フ
ィ
ス
か
ら
快

適
に
行
え
る
な
ど
労
働
環
境
改
善
に
も
つ

な
が
り
、
女
性
活
躍
に
も
有
効
で
す
」 

  「Teleoperation

」
の
最
大
の
強
み
は
、

他
の
「Sm
art Construction®

」
シ
リ
ー

ズ
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
に

活
用
で
き
る
点
だ
。
例
え
ば
、
遠
隔
で
複

数
の
現
場
を
担
当
す
る
場
合
、
ど
の
現
場

に
い
つ
ダ
ン
プ
が
到
着
す
る
か
を
把
握
し

て
い
な
い
と
ス
ム
ー
ズ
な
作
業
に
つ
な
が
ら

な
い
。
そ
こ
で
、
車
両
動
態
管
理
シ
ス
テ

ム
「Sm

art C
onstruction Fleet

」
を

活
用
す
れ
ば
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
ダ
ン
プ

の
状
況
を
管
理
で
き
、
効
率
的
な
作
業
が

実
現
す
る
。

〝
か
っ
こ
い
い
〟コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
で

求
人
に
も
効
果

　

コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
の
デ
ザ
イ
ン
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
点
も
特
徴
だ
。

生
産
性
向
上
や

労
働
環
境
の
改
善
に
貢
献

　

２
０
２
３
年
よ
り
コ
マ
ツ
グ
ル
ー
プ
が

提
供
し
て
い
る
「Sm

art Construction 

Teleoperation

」（
以
下
、「Teleope-

ration

」）
は
、
事
務
所
な
ど
の
安
全
・

快
適
な
環
境
か
ら
現
場
の
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
を

遠
隔
操
作
で
き
る
シ
ス
テ
ム
だ
。
建
設
機

械
か
ら
送
ら
れ
た
高
精
細
映
像
を
見
な
が

ら
、
遠
隔
操
作
用
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
で
実
際
の

運
転
席
に
搭
乗
し
た
よ
う
に
臨
場
感
あ
る

遠
隔
操
作
を
行
え
る
。
現
在
約
１
０
０
０

km
離
れ
た
場
所
か
ら
操
作
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
確
認
。
建
設
現
場
だ
け
で
は
な

く
、
災
害
復
旧
や
産
業
廃
棄
物
処
理
な
ど

危
険
や
健
康
リ
ス
ク
を
伴
う
現
場
で
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。

  

「
国
土
交
通
省
が
『i-C

onstruction 

2.0

』
を
策
定
し
、
建
設
現
場
で
の
省
人
化

へ
の
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

や
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
、
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
な
ど
建
設
業
界
が
直
面
し
て
い

る
課
題
が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
生
産
年

齢
人
口
に
つ
い
て
は
、
２
０
４
０
年
度
に

は
２
０
２
０
年
度
比
で
約
２
割
の
減
少
が

予
測
さ
れ
て
お
り
、
対
策
が
不
可
欠
で
す
。

そ
こ
で
、
少
な
い
人
数
で
個
々
が
生
み
出

す
価
値
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
安
全

性
向
上
や
労
働
環
境
の
改
善
の
た
め
、
建

設
現
場
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
向
け

た
取
り
組
み
が
推
進
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
〝
遠
隔
化
〟〝
自
動
化
〟

建設現場の“遠隔”最前線
人材の高齢化や新規就業者の減少、危険を伴う労働環境での安全対策、残業時間の上限規制など、

建設業界が解決しなければならない課題は山積している。
このような状況下で、2024年4月に国土交通省は、2040年度までに建設現場での省人化や生産性向上、

働き方改革と多様な人材確保を実現するための『i-Construction 2.0』を策定。
建設現場のオートメーション化に向けた、〝遠隔〟による施工や管理などの取り組みが加速している。

今号では、今、建設業界において〝遠隔〟がどのように進化し課題解決に寄与しているのかを紹介する。

特  集

秒
程
度
の
遅
延
が
生
じ
る
な
ど
、
改
善
点

は
残
さ
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

に
左
右
さ
れ
な
い
安
定
的
な
動
作
も
課
題

の
一
つ
だ
。

  

「
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
５
年
後
に
は
、
土
木
工
事
の
メ
イ
ン
で

あ
る
道
路
と
河
川
の
工
事
で
無
人
化
施
工

を
浸
透
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
住
宅

な
ど
の
小
規
模
な
工
事
に
も
遠
隔
施
工
を

拡
大
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

◦ 建設機械向け遠隔操作システム
   「Smart Construction Teleoperation」

IoT開発担当
ヴァイスプレジデント

大場 重生 氏

「Smart Construction®」
施工計画作成・施工管理ソリューション

油圧ショベル
積み込みエリア

ブルドーザー
敷均しエリア

振動ローラー
転圧エリア場内ダンプトラック走行エリア

作業・シーンにより、自動・遠隔を切り替え

遠隔操作
コックピット

自動施工
管制システム

◀	コックピットイメージ
	 「スペースシップ」タイプ

▼	コックピット内部 
	 必要な設備は専用コックピットや対応建設機械、カメ
ラなど。現場環境に合わせてWi-Fiなど一般的に活用
されているインターネット回線で通信する

◦ 「無人化施工ソリューション」で目指す建設現場のイメージ
― 

株
式
会
社EA

RTH
BRA

IN

“
無
人
化
”へ
の
第
一
歩
と
な
る
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム

「Sm
art
Construction

T
eleoperation

」

建
設
機
械
大
手
の
コ
マ
ツ
と
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
建
設
業
向
け
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
開
発
・
提
供
を
行
う
株
式
会
社E

A
R

T
H

B
R

A
I

N

が
共
同
で
開
発
し
た
建
設
機

械
向
け
の
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム「S

m
art

C
onstruction

Teleoperation

」。

生
産
性
向
上
や
労
働
環
境
の
改
善
な
ど
に
寄
与
す
る
取
り
組
み
と
し
て
注
目
だ
。

事
例 

❶
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● 「Log Walk」「Log Meet」「リモートダイコウ」の概要

● Log Systemによる遠隔チェックの一連の流れ（サッシチェックの例）

― 

株
式
会
社log build

り
入
れ
ら
れ
る
点
も
強
み
で
す
」

現
場
監
督
と
し
て
の
経
験
が

慣
習
に
疑
問
を
持
つ
き
っ
か
け
に

　

log build

は
２
０
２
０
年
創
業
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
企
業
だ
が
、
代
表
を
務
め
る
中

堀
氏
は
職
人
や
現
場
管
理
者
と
し
て
経
験

を
積
ん
だ
後
に
、
20
代
で
独
立
し
て
建
設

会
社
「
株
式
会
社ecom

o

」
を
設
立
し
た

と
い
う
経
歴
を
持
つ
。

  

「
い
く
つ
も
の
現
場
を
掛
け
持
ち
す
る
た

め
、
移
動
時
間
が
１
日
３
～
４
時
間
に
も

及
ぶ
非
効
率
さ
や
、
そ
れ
に
伴
う
長
時
間

労
働
に
強
い
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
し

た
。
工
程
表
や
見
積
も
り
、
図
面
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
な
ど
の
重
要
な
業
務
も
車
で
の
移

動
の
合
間
を
縫
っ
て
行
う
と
い
う
状
態
で
、

本
当
に
時
間
が
も
っ
た
い
な
か
っ
た
。
何

と
か
楽
に
、
効
率
的
に
仕
事
を
進
め
た
い

と
い
う
純
粋
な
動
機
が
、
業
界
の
慣
習
に

疑
問
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
」

　

建
築
会
社
を
経
営
す
る
立
場
と
な
り
、

現
場
監
督
の
疲
弊
が
会
社
の
業
績
に
直
結

す
る
事
業
課
題
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と

に
気
付
い
た
と
い
う
。
こ
れ
を
解
決
す
る

手
段
は
リ
モ
ー
ト
で
あ
る
と
考
え
、
自
社

で
遠
隔
管
理
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
導
入
。

現
場
監
督
が
現
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
な
く

管
理
が
で
き
る
体
制
を
構
築
し
、
働
き
方

計
か
ら
体
制
構
築
ま
で
を
支
援
し
、
最
終

的
に
は
企
業
自
身
が
遠
隔
管
理
を
自
走
で

き
る
状
態
へ
導
く
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、

現
場
と
事
務
所
が
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
す
る

Ｄ
Ｘ
基
盤
づ
く
り
を
後
押
し
す
る
。

⑤
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
、
将
来
の
Ａ
Ｉ
活

用
へ

　

遠
隔
管
理
で
取
得
し
た
現
場
デ
ー
タ
は

「Log System

」
に
蓄
積
さ
れ
、
将
来
的

に
はlog build

が
開
発
を
進
め
る
Ａ
Ｉ

に
よ
る
自
動
分
析
に
活
用
可
能
。
品
質
や

安
全
の
自
動
チ
ェ
ッ
ク
、
進
捗
の
予
実
管

理
な
ど
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
次
世
代
の
施

工
管
理
を
実
現
す
る
。

  

「
普
及
を
拡
大
す
る
た
め
の
最
大
の
壁

は
、
技
術
や
コ
ス
ト
で
は
な
く
〝
現
場
に

行
く
べ
き
〟
と
い
う
い
ま
だ
業
界
に
残
る

固
定
観
念
で
す
。
こ
の
意
識
改
革
が
最
も

困
難
か
つ
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
波
は
、
も
は
や
避
け
て

は
通
れ
な
い
。
遠
隔
化
は
単
な
る
効
率
化

で
は
な
く
、
品
質
向
上
、
人
材
確
保
、
顧

客
満
足
度
向
上
に
直
結
す
る
、
企
業
の
生

き
残
り
を
か
け
た
〝
経
営
戦
略
〟
で
あ
る
。

  

「
当
社
と
し
て
は
、
日
本
の
き
め
細
や
か

な
建
設
管
理
ノ
ウ
ハ
ウ
を
シ
ス
テ
ム
化
し
、

世
界
で
戦
う
た
め
の
武
器
と
し
て
海
外
へ

の
展
開
も
摸
索
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
に
よ

係
者
が
「L

o
g W

a
lk

」
か
ら
進
捗
を
確

認
可
能
だ
。

　

さ
ら
に
、
現
場
と
事
務
所
を
つ
な
ぐ
ビ

デ
オ
通
話
ツ
ー
ル
「Log M

eet

」
を
利
用

す
れ
ば
、
遠
隔
か
ら
の
ポ
イ
ン
タ
ー
指
示

や
記
録
写
真
の
撮
影
、
寸
法
計
測
も
可

能
。
こ
れ
に
よ
り
、
施
工
品
質
の
均
一
化

が
進
み
、
施
工
品
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

  

「
当
社
サ
ー
ビ
ス
が
他
社
と
大
き
く
違
う

の
は
、〝
ツ
ー
ル
売
り
〟
で
は
な
く
〝
成
功

へ
の
伴
走
〟
を
行
っ
て
い
る
点
で
す
。
関

連
会
社
と
し
て
建
築
会
社
のecom

o

が

あ
る
の
で
〝
ツ
ー
ル
だ
け
渡
さ
れ
て
も
現

場
は
変
わ
れ
な
い
〟
と
い
う
こ
と
は
よ
く

理
解
し
て
い
ま
す
。
同
社
で
遠
隔
管
理
を

成
功
さ
せ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
導
入
企

業
が
成
果
を
出
す
ま
で
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ス
テ

ム
は
自
社
開
発
で
あ
る
た
め
、
現
場
や
職

人
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
取

②「
現
場
を
き
れ
い
に
し
て
、
お
客
様
に

喜
ば
れ
た
い
」に
応
え
る

　

リ
モ
ー
ト
ダ
イ
コ
ウ
は
、
現
場
の
整
理

整
頓
や
安
全
対
策
を
遠
隔
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、

写
真
と
報
告
書
で
改
善
点
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
清
潔
な
現
場
づ
く
り
を
促
す
。

き
れ
い
な
現
場
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
職

人
や
社
員
の
「
自
社
へ
の

誇
り
」
と
顧
客
満
足
度
の

双
方
が
高
ま
る
。

③「
現
場
管
理
の
人
手
が

足
り
な
い
か
ら
手
伝
っ
て

く
れ
る
？
」に
応
え
る

　

少
な
い
人
員
で
生
産
性

を
高
め
る
た
め
に
、log 

build

の
リ
モ
ー
ト
ダ
イ

コ
ウ
チ
ー
ム
を
〝
自
社
の

一
員
〟
と
し
て
活
用
で
き

る
。
社
員
は
、
社
員
に
し

か
で
き
な
い
業
務
へ
集
中

し
、
現
場
の
チ
ェ
ッ
ク
や

確
認
はlog build

が
担

う
こ
と
で
、
効
率
的
で
負

担
の
少
な
い
働
き
方
を
実

現
す
る
。

④
遠
隔
Ｄ
Ｘ
化
の
仕
組
み

を
整
え
て
自
社
運
用
へ

　

リ
モ
ー
ト
ダ
イ
コ
ウ

は
、
導
入
初
期
の
運
用
設

改
革
と
生
産
性
向
上
の
実
現
を
図
っ
た
。

  

「
建
築
会
社
で
の
成
功
体
験
を
“
業
界
全

体
の
課
題
〟
の
解
決
に
つ
な
げ
る
べ
く
、

log build

の
創
業
に
至
り
ま
し
た
。
当

初
は
〝
現
場
に
行
く
の
が
当
た
り
前
〟
と

い
う
風
潮
が
根
強
く
、
リ
モ
ー
ト
と
い
う

手
段
は
な
か
な
か
受
け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
対

面
が
敬
遠
さ
れ
リ
モ
ー
ト
へ
の
心
理
的

ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ
た
こ
と
で
、
徐
々
に

注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
」

Log System

と
リ
モ
ー
ト

ダ
イ
コ
ウ
で
強
い
経
営
基
盤
を

　

遠
隔
施
工
管
理
を
導
入
し
た
い
が
人
材

確
保
が
難
し
い
と
い
う
企
業
に
対
応
す
る

た
め
、log build

とecom
o

が
培
っ
て

き
た
現
場
管
理
の
知
見
を
基
に
、「Log 

System

」
を
活
用
し
た
遠
隔
管
理
体
制

を
代
行
す
る
「
リ
モ
ー
ト
ダ
イ
コ
ウ
」
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
を
２
０
２
４
年
に
ス
タ
ー

ト
し
て
い
る
。

①「
現
場
の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
っ
て
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
？
」に
応
え
る

る
画
像
解
析
な
ど
も
進
化
さ
せ
、
建
設
業

界
の
『C

hatG
P

T

』
の
よ
う
な
存
在
と
な

り
、
現
場
の
自
動
化
を
よ
り
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

〝
ツ
ー
ル
売
り
〟だ
け
で
は
な
く

導
入
後
も
伴
走

　

株
式
会
社log build

が
２
０
２
０
年

よ
り
提
供
し
て
い
る
「Log System

」
は
、

遠
隔
施
工
管
理
を
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
で

支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
全
国
７
万
カ

所
以
上
の
現
場
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
「L

o
g W

a
lk

」 

「Log M
eet

」
と
い
う
２
つ
の
ツ
ー
ル
と
、

遠
隔
管
理
専
用
の
報
告
書
ア
プ
リ
が
あ

る
。「Log W

alk

」
は
３
６
０
度
カ
メ
ラ

で
撮
影
し
た
現
場
情
報
を
ま
る
ご
と
Ｖ

Ｒ
空
間
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題
箇
所

の
指
摘
や
図
面
の
確
認
な
ど
、
現
場
で
行

わ
れ
て
き
た
施
工
指
示
を
Ｖ
Ｒ
空
間
で
実

施
で
き
る
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
を
使
っ
て
ク
ラ
ウ
ド
保
存
さ
れ
た

Ｖ
Ｒ
空
間
を
自
由
に
動
き
回
る
こ
と
が
で

き
、
現
場
監
督
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
関

　

ecom
o

で
実
践
し
て
い
る
遠
隔
管
理

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
他
社
支
援
で
培
っ
た
知

見
を
基
に
、
最
適
な
管
理
体
制
を
提
案
。

標
準
施
工
要
領
書
の
作
成
代
行
や
遠
隔
で

の
品
質
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
属
人
化
し
が

ち
な
現
場
業
務
を
仕
組
み
化
。
企
業
全
体

で
安
定
し
た
品
質
管
理
を
実
現
す
る
。

建設現場の“遠隔”最前線

特  集

代表取締役

中堀 健一 氏

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
遠
隔
管
理
サ
ー
ビ
ス

「Log
System

」が
現
場
の
在
り
方
を
変
え
る

品
質
管
理
や
安
全
管
理
、
進
捗
管
理
を“
見
え
る
化
”し
て
リ
モ
ー
ト
で
の
施
工
管
理
を

可
能
に
す
る「Log

S
ystem

」は
、
長
時
間
労
働
や
属
人
的
な
管
理
体
制
な
ど
、
建

設
業
界
の
課
題
を
解
決
に
導
く
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
だ
。

事
例 

❷

Log Walk

Log Meet リモートダイコウ

● 360度VR空間を
事務所で見なが
ら遠隔で、進捗管
理・品質管理・安
全管理を行うこと
が可能

● 標準施工要領書の作成、チェックシート整備などの
仕組み作り、品質管理や安全管理のチェックを代
行。小規模工務店からハウスメーカーまで、約50社
を支援している（2025年11月現在）

● 関連会社である建築会社ecomoの現場で、職人の
実際の声を基に開発。操作不要の各種自動機能を
搭載し、職人は「スマホを持って現場を歩くだけ」で
よい

① Log Walk（360度VR）で画面
チェック

② Log Meet（ビデオ通話）で遠隔
立ち会いチェック

③ 報告書アプリで書類作成
    建築会社へチェック報告書を提出

1 2

3

サッシ開口チェック

サッシ納品チェック
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ARAV製の遠隔操作システムを設置した建設機械を遠隔地から
操作する。油圧ショベルで掘削した土をキャリアダンプに入れ
目的地まで運ぶタイムトライアルで、掘削量が少ない、安全性
に欠けるなどのマイナスポイントでは時間が加算される

コ
ラ
ム

企
業
で
あ
る
植
村
建
設
で
は
、〝
遠
隔
操

作
〟
と
い
う
観
点
か
ら
業
界
未
経
験
者
へ

ア
ピ
ー
ル
し
、
継
続
的
な
人
材
採
用
を
実

現
し
て
い
ま
す
。
同
社
の
あ
る
北
海
道
赤

平
市
は
特
に
人
口
減
少
が
進
む
エ
リ
ア

で
、
人
材
確
保
は
大
き
な
課
題
で
し
た
。

そ
こ
で
、
育
児
中
の
女
性
な
ど
フ
ル
タ
イ

ム
は
難
し
い
と
い
っ
た
人
材
を
確
保
す
る

た
め
、
働
き
方
の
多
様
化
を
推
進
。
建
機

経
験
の
な
い
人
で
も
扱
え
る
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ

技
術
を
取
り
入
れ
、
遠
隔
施
工
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
遠
隔

操
作
の
体
験
施
設
を
整
備
し
、
学
生
向
け

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

若
年
層
に
よ
り
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
ゲ
ー
ム
機
の
Ｐ
Ｓ
５
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
で
遠
隔
操
作
が
で
き
る
装
置
も
製

作
。
ゲ
ー
ム
側
に
寄
せ
る
こ
と
で
若
年
層

に
と
っ
て
は
操
作
の
容
易
性
が
高
ま
る

他
、
建
設
業
に
も
デ
ジ
タ
ル
の
フ
ィ
ー
ル

ド
が
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
浸
透
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
遠
隔
施
工
の
社
会
実
装
を
進
め

て
い
く
に
は
、
利
用
者
の
訓
練
も
重
要
で

す
。
遠
隔
施
工
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

も
、
慣
れ
た
実
機
の
方
が
良
い
と
諦
め
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
通
信
技
術

や
操
作
性
の
向
上
な
ど
一
層
の
技
術
革
新

も
不
可
欠
で
す
。
資
格
や
業
法
制
定
な
ど

す
る
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

建
設
業
界
で
は
人
材
不
足
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
協
議
会
で
は
省
人
化

に
向
け
て
遠
隔
施
工
の
検
証
等
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
一
方
で
、
新
た
な
若
い
人
材

の
発
掘
・
育
成
も
必
要
だ
と
感
じ
、〝
遠
隔

操
作
×
ゲ
ー
ム
〟
と
い
う
着
想
に
至
り
ま
し

た
。
特
に
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
年
齢
も
若

く
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
慣
れ
親
し
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
遠
隔
操
作
な
ど
の
新
技
術
へ

の
対
応
力
も
期
待
で
き
、
建
設
業
界
と
の

親
和
性
が
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
ｅ
建

機
Ⓡ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
参
加
し
た
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
選
手
か
ら
は
、
経
験
が
生
か
せ
る
場
と

し
て
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
可
能
性
を
感

じ
た
と
の
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

〝
遠
隔
操
作
〟が
業
界
に

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る

  

「
ｅ
建
機
Ⓡ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
サ
ポ
ー
ト

の
周
辺
環
境
を
整
え
て
い
く
必
要
も
あ
る

で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
課
題
は
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
企
業
の
体
験
機

会
創
出
な
ど
に
よ
り
社
会
認
知
度
を
向
上

さ
せ
、
遠
隔
施
工
に
挑
戦
す
る
企
業
や
人

材
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
す
。

そ
し
て
、
遠
隔
操
作
を
含
め
Ｄ
Ｘ
人
材
を

業
界
に
送
り
出
せ
る
よ
う
様
々
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

「
ｅ
建
機
Ⓡ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

サ
ー
ク
ル
所
属
の
学
生
や
プ
ロ
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

選
手
、
現
場
で
遠
隔
施
工
に
従
事
し
て
い

る
建
設
企
業
な
ど
が
、
チ
ー
ム
戦
で
建
設

機
械
を
遠
隔
操
作
し
、
ス
ピ
ー
ド
・
正
確

性
・
安
全
性
な
ど
を
競
い
合
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
は
大
阪
・
関
西
万
博
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
大
阪
府
か
ら
千
葉
県
の
油
圧

シ
ョ
ベ
ル
と
キ
ャ
リ
ア
ダ
ン
プ
を
遠
隔
操
作

〝
遠
隔
操
作
×
ゲ
ー
ム
〟で
若
年
層
や

未
経
験
者
を
建
設
業
界
へ
引
き
付
け
る

２
０
１
６
年
に
運
輸
・
建
設
業
界
に
お
け
る
様
々
な
課
題
解
決
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
運

輸
デ
ジ
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
。
同
協
議
会
が
２
０
２
２
年
か
ら
開
催
し
て
い
る「
ｅ
建

機
Ⓡ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」は
、
遠
隔
操
作
技
術
の
Ｐ
Ｒ
並
び
に
実
証
の
場
と
な
っ
て
お
り
、〝
遠

隔
操
作
×
ゲ
ー
ム
〟と
い
う
新
た
な
発
想
で
建
設
業
界
と
の
接
点
が
な
い
人
材
に
対
し
て

業
界
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
機
会
と
し
て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

一般社団法人
運輸デジタルビジネス協議会

事務局長理事

鈴木 正秀 氏

ARAV株式会社
代表取締役

白久 レイエス樹 氏

伊藤忠商事株式会社
建機・産機部 新規事業統括

池田 靖 氏

植村建設株式会社
常務取締役

山本 雅 氏

建設現場の“遠隔”最前線

特  集
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『月刊 HOUSING』編集長・リクルー
ト住まい研究所主任研究員などを経て
フリージャーナリストに。マンション
購入・戸建て建築・リフォームと自邸
で実践しながら、国内外で取材・コン
サルティング活動を行う。

藤井 繁子住生活ジャーナリスト

住宅業界の旬な話題をお届けします！住宅業界の旬な話題をお届けします！ここでちょっと一息

街と人の再生で、健康長寿社会を目指す
団地再生に産官学民で取り組む
　2025年9月、大和ハウス工業と東京大学は、同社から
の寄付をもとに「東京大学住宅都市再生研究センター」を新
設し、現代の住宅・都市再生の諸課題の解決に向けた研究
を行うと発表しました。郊外住宅団地の再生では、大和ハ
ウス工業の団地再生事業「リブネスタウンプロジェクト」も
研究対象となる予定です。その一つ、「横浜上郷ネオポリス」
は1970年に造成を開始した団地です。人口減少や高齢化、
近隣店舗の閉店などの課題に直面する中、今年7月にはコ
ミュニティーの拠点「創テラス」をオープンし、産官学民連
携によるタウンマネジメントの実証実験を行っています。

  「創テラス」では住民主体の（一社）横浜上郷ネオポリスが
運営を担い、カルチャースクールなどの運営や街の情報発信、
住民の困りごと相談などを行っています。吉井代表理事は、

「訪問リフォームに対する相談は多く、怪しい会社からの被
害を免れるケースもあります」と言います。住民の困りごと
相談では、大和ハウスグループと業務提携し問題解決に取
り組んでいます。また今後は見守りを兼ねた買物サービス
も検討しているようです。

シニアの健康長寿に効果的なサービスは？
　旭化成ホームズのシニア向け賃貸住宅「へーベルVilla-
ge」は、サービス付き高齢者向け住宅とは異なり、日中は
常駐スタッフを置かず食堂も設けないことでコストを抑え
ています。見守りは設備が対応し、相談員の訪問により健
康維持をサポートするサービスが特徴です。「へーベル 
Village」に入居し2年経過した人に調査を実施（2023 
年1月/2025年4月の2回）した結果、健康長寿延伸に重
要とされる「運動」「食事」「交流」の数値が増えていました。

注目はグラフにある「交流頻度」において、“月1回以下”
＋“まったくない”が計33.9％と2年間で9.6ポイント減少
した点です。毎月1回相談員が入居者を訪問し話を聞く他、
健康行動へのアドバイスが、外出やイベント参加の動機付
けとなったようです。相談員の費用は管理費に含まれてお
り、対面で話せるサービスを継続して受けられるので、自
立できる高齢者にとっては孤独感を軽減し生きる気力を保
つサービスとなりそうです。

人生100年、住まいを再生し人を再生する
　ミサワホームは40年前から取り組んできた介護事業を
2024年にウエルネス事業と改名し、事業領域を拡大して
います。「マザアス」ブランドとして介護施設の運営を自前で
手掛けてきた知見を基に、健康寿命を延伸する「ミサワウエ
ルネスPLAN」を策定しました。ストック事業との連携を
強化し、将来に対応できるリフォームを提案しています。
　自宅を終の住み家として希望する人のニーズは高いものの、
在宅介護を見据えて早期にリフォームするケースは少ないの
が実情です。ミサワホームで長年介護事業を推進してきた吉
田エグゼクティブアドバイザーは「50、60代の子世代とそ
の親に向けた“親子で考える”セミナーを実施し、早めのリ
フォームが健康寿命を延ばすと啓蒙しています」と話します。
適切な相談・設計ができるよう研修を重ねたリフォームエン
ジニアは約1,300人となり、成功事例も増えているようです。

「自宅のハードで将来在宅介護がしやすいか決まってしまう」
と吉田氏。住まいによって家族の負担も寿命も変わるのです。

横浜市栄区、総戸数：846戸、人口：約2,000人、65歳以上
の高齢化率：48.6％、空家率：約2％。（右）【創テラス】（一社）
横浜上郷ネオポリスのタウンクリエーターが常駐し運営。住
民がふらりと立ち寄れる居場所に。所有者：大和ハウス工業

【横浜上郷ネオポリス】（大和ハウス工業）

0 20 40 60 80 100（％）

■ 週に6、7回（ほぼ毎日） ■ 週に4、5回 ■ 週に2、3回
■ 週に1回くらい ■ 月に2、3回 ■ 月に1回くらい
■ 月に1回より少ない ■ まったくない

2023年1月
（n＝63）

2025年4月
（n＝63）

【友人・知人との交流頻度の変化】（旭化成ホームズ）

6.5 4.8 12.9 12.9 9.7 9.7 12.9 30.6

8.1 9.7 17.7 9.7 9.7 11.3 11.3 22.6

QRコードなどから質問に回答する
と、ライフプランや住まいなど5項
目について判定されたアドバイス
シートが作成される。そこから各
種相談を各企業などにつなぐ。作
成協力：東京大学大学院 大月敏雄
教授（2025年7月、ミサワホーム
総合研究所 技術アドバイザー就任）

【人生100年時代応援 判定スケール】（ミサワホーム）
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付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる
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本　　社 	●	東京都文京区千駄木
		  4-21-1 ハラダビル
創　　業 	●	1949年
資 本 金 	●	4,800万円
従 業 員 	●	56名
事業内容 	●	左官工事、タイル貼り工事、

防水工事、れんが・ブロック
工事業

求
め
る
施
設
や
店
舗
か
ら
の
需
要
が
高
ま
り
、
現

在
で
は
非
住
宅
分
野
が
８
割
を
占
め
る
と
い
う
独

自
の
地
位
を
築
き
上
げ
た
同
社
。
こ
の
提
案
型
左

官
を
支
え
る
の
は
優
秀
な
人
材
で
あ
り
、
左
官
の

魅
力
を
生
か
せ
る
か
ど
う
か
は
職
人
の
技
術
次
第

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
材
育
成
や
技
術
継
承
の
変

革
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

  「
か
つ
て
は
当
社
も〝
職
人
技
は
目
で
見
て
盗
め
〟

と
い
う
や
り
方
で
、
入
社
後
す
ぐ
に
コ
テ
を
握
る

な
ど
も
っ
て
の
外
。
何
年
か
は
下
働
き
が
常
識
の

世
界
で
し
た
。
し
か
し
、
若
手
が
長
続
き
せ
ず
人

材
不
足
が
進
む
の
は
教
え
方
に
問
題
が
あ
る
の
で

は
と
考
え
、
２
０
１
２
年
か
ら
動
画
を
活
用
し
た

技
術
習
得
の
手
法
で
あ
る『
モ
デ
リ
ン
グ
訓
練
＊
』

を
導
入
し
ま
し
た
。
入
社
後
す
ぐ
に
コ
テ
を
持

ち
、
先
輩
職
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
練
習
を

開
始
し
ま
す
。
左
官
業
務
の
基
礎
が
身
に
付
く
と

技
術
習
得
の
コ
ツ
に
自
身
で
気
づ
く
よ
う
に
な
り
、

職
人
技
の
難
し
い
領
域
で
も
努
力
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
教
え
る
職
人
に
と
っ
て
も
基

礎
が
分
か
っ
て
い
る
若
手
の
方
が
教
え
や
す
い
。

職
人
と
し
て
独
り
立
ち
す
る
ま
で
の
期
間
が
劇
的

に
短
縮
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
若
手

の
定
着
率
は
目
に
見
え
て
改
善
し
て
い
ま
す
」

︱
︱ 

女
性
職
人
の
活
躍
も
同
社
の
特
徴
で
、
女

性
社
員
比
率
は
約
４
割
と
業
界
で
も
異
色
の
存
在

だ
。
約
40
年
前
の
先
代
の
時
に
、
事
務
職
の
女
性

社
員
が
職
人
に
な
り
た
い
と
希
望
し
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。

  「
作
業
の
全
工
程
で
男
女
平
等
に
こ
だ
わ
る
の

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
作
業
を
率
先

し
て
進
め
る
こ
と
で
、
作
業
が
早
く
き
れ
い
に
仕

上
が
る
な
ど
、
チ
ー
ム
と
し
て
最
大
限
の
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
育
児
休

暇
な
ど
の
制
度
も
打
ち
出
し
た
と
こ
ろ
、
若
手
の

男
性
職
人
に
と
っ
て
も
働
き
や
す
い
環
境
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
男
性
職
人
中
心
の

世
界
に
は
少
な
か
っ
た
多
様
な
人
材
も
集
ま
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

︱
︱ 

こ
の
よ
う
な
挑
戦
が
で
き
る
の
は
、〝
何
で

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
〟と
い
う
風
土
が
あ

る
か
ら
だ
。
か
つ
て
左
官
仕
事
が
大
き
く
減
っ
た

時
代
に
、
タ
イ
ル
工
事
な
ど
の
異
業
種
や
面
倒
な

注
文
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
過
程
で
新
し

い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
対
す
る
柔
軟
性
も
育
ま
れ
た
。

  「
今
後
は
家
具
や
置
物
な
ど
工
房
で
製
造
で
き

る
漆
喰
製
品
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。
左
官

の
仕
事
は
天
気
に
左
右
さ
れ
る
不
安
定
な
働
き

方
で
、
ま
た
遠
方
の
現
場
は
時
間
に
制
約
の
あ
る

社
員
で
は
対
応
が
難
し
く
、
キ
ャ
リ
ア
を
諦
め
ざ

る
を
得
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自
社

工
房
で
で
き
る
作
業
が
増
え
れ
ば
、
男
女
問
わ
ず

働
き
や
す
く
な
り
定
着
率
が
よ
り
高
ま
る
は
ず

で
す
。
職
人
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
、
左
官

に
挑
戦
す
れ
ば
こ
の
先
業
界
の
中
核
を
担
う
人

材
に
も
な
れ
ま
す
。
そ
ん
な
左
官
業
界
の
可
能

性
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
き
た

い
で
す
ね
」

と
、
あ
ら
か
じ
め
材
料
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
使
い

や
す
い
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
が
登
場
し
ま
す
。
面

白
さ
や
挑
戦
で
き
る
環
境
が
な
け
れ
ば
担
い
手
は

増
え
ず
、
左
官
の
可
能
性
も
広
が
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
２
０
１
０
年
ご
ろ
か
ら
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
左

官
の
技
術
で
具
現
化
し
付
加
価
値
を
提
供
す
る『
提

案
型
左
官
』に
舵
を
切
っ
た
の
で
す
」

︱
︱ 

同
社
で
は
、
決
め
ら
れ
た
材
料
や
施
工
方

法
で
仕
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
職
人
と
営
業
が

チ
ー
ム
を
組
ん
で
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
関
わ
り
、

店
舗
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
す
る
。
カ
フ
ェ
で
は
コ
ー

ヒ
ー
柄
や
茶
葉
を
混
ぜ
た
漆
喰
を
開
発
し
た
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
ホ
テ
ル
の
壁
に
漆
喰
で
枯

山
水
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
な
ど
、
店
舗
ご
と
に
唯
一

無
二
の
空
間
を
演
出
で
き
る
の
が
強
み
だ
。

  「
伝
統
的
な
左
官
技
術
を
土
台
に
、
独
自
の
素

材
・
配
合
・
塗
り
方
で
質
感
や
模
様
を
様
々
に
表

現
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
壁
シ
リ
ー
ズ
も
商
品
化
し
ま

し
た
。
左
官
は
実
物
を
見
な
い
と
良
さ
が
伝
わ
り

に
く
い
の
で
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
も
設
置
し
、
多
彩

な
素
材
や
表
現
方
法
な
ど
を
実
際
に
感
じ
て
も
ら

う
場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
」

新
し
い
技
術
習
得
の
仕
組
み
を
導
入
し

誰
も
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備

︱
︱ 

空
間
デ
ザ
イ
ン
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を

職
人
が
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
関
わ
る

提
案
型
左
官
の
プ
ロ
集
団

︱
︱ 

コ
テ
を
用
い
て
漆し

っ
く
い喰

な
ど
を
壁
に
塗
り
上

げ
て
い
く
左
官
。
高
度
な
職
人
技
が
光
る
分
野
だ

が
、
活
躍
の
場
は
減
少
傾
向
に
あ
り
人
材
不
足
も

進
む
。
そ
ん
な
中
、
伝
統
的
な
左
官
の
技
術
を
土

台
に
柔
軟
な
発
想
で
表
現
の
幅
を
広
げ
、
若
い
人

材
の
育
成
や
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

も
注
力
す
る
原
田
左
官
工
業
所
。〝
提
案
型
左
官
〟

と
い
う
新
た
な
可
能
性
を
開
拓
し
、
商
業
施
設
や

ホ
テ
ル
、
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
手
掛
け
注
目
を
集
め
て
い
る
。

  「
材
料
の
調
合
や
塗
り
の
手
仕
事
な
ど
職
人
技
が

左
官
の
魅
力
で
、
50
～
60
年
前
ま
で
は
個
性
が
あ

る
の
は
当
た
り
前
で
し
た
。
し
か
し
、
建
物
の
工

業
化
が
進
み
均
一
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
る

有
限
会
社
原
田
左
官
工
業
所

「モデリング訓練」の導入で
技術継承と人材の定着に成功

「提案型左官」で
顧客ニーズを引き出した空間を演出

適材適所や天候に
左右されない働き方で

誰もが働きやすい職場を実現

ここが注目ポイント

若手や女性人材の育成に取り組み
“伝統的な技術力×提案力”で
左官の可能性を切り開く

代表取締役社長

原田 宗亮 氏

常時100種類以上のサンプルを用意。触感などを直に確認できる

⃝ショールーム「SAKAN LIBRARY」

店舗のカウンターに割れた薩
摩焼を埋め込み、あえて表面
をかき落とした荒い質感で仕
上げた

現場でデザイナーと相談しながら壁に枯山水
のような左官仕上げを施した

⃝オリジナル素材を使用した施工例

＊モデリング訓練：中屋敷左官工業発案の左官育成方法

⃝工房で製造している漆喰製品例

漆喰スピーカー

版築かまど

⃝若手人材の育成をサポート

モデリング訓練の様子。ベ
テラン職人の塗り作業を動画で見てコテの扱いや体の動
きを学習。自身の塗り作業を撮影しベテランとの違いを
修正しながら基本を覚える



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■	送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
	 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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最近、今さらながら、鬼になった妹を助ける少年を主人公にした「〇〇の刃」
のアニメ鑑賞がひそかな楽しみです。そして先日、劇場版「『〇〇の刃』無限城
編 第一章 猗窩座再来」を見に行きました。“日本を含む全世界における日本映
画歴代興行収入1位”を達成したとのことで、期待を裏切らない見ごたえでし
た。「続きが気になる！」ということで、どうせなら漫画を全巻大人買いしてし
まおうかと、鬼と戦う主人公を横目に理性と戦っている今日このごろです。（E）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　大阪北支店　箕面第一展示場

　経済産業省は住宅における省エネルギー性能けん引の担い手
であるZEH・ZEH-Mについて、より高い省エネルギー性能を
掲げた「GX ZEH」及び「GX ZEH-M」を新たに定義した。
2024年度に開催した「ZEH・ZEH-M委員会」では、以下の3
点を新たなZEH・ZEH-Mの観点として定義を検討した。
1.	 2050年の目標達成*1をけん引する省エネ性能
2.	自家消費拡大措置を通じた住戸単位でのエネルギー自給率

の向上
3.	再生可能エネルギー設備設置に係る条件の見直し
　なお、新たな定義の名称は、現行のZEH・ZEH-Mを踏襲し
つつ違いが分かるよう「GX ZEH」「GX ZEH-M」とした。
⚫GX ZEHの定義（戸建住宅　2027年4月以降適用） 
　戸建住宅のGX ZEHシリーズ *2は、「外皮の断熱性能等を大
幅に向上させるとともに、高効率な設備システムの導入により、
室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現した上で、
再生可能エネルギー等を導入することにより、年間の一次エネ
ルギー消費量の収支をゼロとすることを目指した住宅」とする。 

*1：2050年の住宅ストック平均で、ZEH基準の水準の省エネルギー性能の確保を目指す 
*2：「GX ZEHシリーズ」とは、GX ZEHにGX ZEH+、Nearly GX ZEH、GX ZEH 
　　Orientedを含めた広い概念を表す

■ GX ZEHシリーズの定義
GX ZEH+ 
外皮の高断熱化及び高効率な省エネルギー設備を備え、再生可能エネルギー
等により年間の一次エネルギー消費量がマイナスの住宅 
GX ZEH 
外皮の高断熱化及び高効率な省エネルギー設備を備え、再生可能エネルギー
等により年間の一次エネルギー消費量が正味ゼロまたはマイナスの住宅 
Nearly GX ZEH 
GX ZEH を見据えた先進住宅として、外皮の高断熱化及び高効率な省エネル
ギー設備を備え、再生可能エネルギー等により年間の一次エネルギー消費量
をゼロに近づけた住宅 
GX ZEH Oriented 
GX ZEHを指向した先進的な住宅として、外皮の高断熱化及び高効率な省エ
ネルギー設備を備えた住宅（多雪地域・都市部狭小地に建築された住宅に限る） 
● 設備要件 
高度エネルギーマネジメント／定置用蓄電池 
● 推奨事項 
EV充電、充放電設備／再生可能エネルギー導入検討 

「GX ZEH」「GX ZEH-M」という新たな定義を作成
 —— 経済産業省

  「2050年カーボンニュートラル」達成に向け、建築物の計
画から解体までのライフサイクル全体で排出されるCO2を
含む環境負荷の算定・評価（「建築物LCA」）を実施し、CO2

排出量を削減する制度を構築する必要がある。関係省庁の連
絡会議では「建築物のライフサイクルカーボン（LCCO2）の
算定・評価等を促進する制度に関する検討会」を設置して検
討を行っており、中間とりまとめ案を公表した。
■ 現状・課題と早急に講ずべき施策
① 各ステークホルダーの役割の明確化

建築主、設計者、施工者、建材・設備製造事業者の役割を明確化
② 建築物のライフサイクルカーボン評価に係るルールの策定

建築物のLCCO2の算定ルール及び算定結果の評価基準の策定
③ 建築物のライフサイクルカーボン評価の実施を促す措置

・	2,000㎡超の非住宅建築物の新築・増改築では、設計者

がLCCO2の評価と削減策を建築主に説明する案を検討
・	5,000㎡超の事務所では、LCCO2評価届出と設計段階で

の削減促進を検討
・	その他、国庁舎での評価先行や優良事業者の選定・公

表を検討
④ 建築物のライフサイクルカーボン評価結果の表示を促す措置

建築物のLCCO2評価結果に係る表示ルールの策定、第三
者評価・表示制度の創設を検討

⑤ 建材・設備のCO2等排出量原単位の整備
建材・設備CO2等排出量原単位の整備方針の策定及び建
材・設備における表示ルールの策定を検討

⑥	建築物のライフサイクルカーボン評価を促進するための環境整備
LCCO2評価・原単位整備支援を検討し、産学官で人材育成
と体制整備を推進

「建築物のライフサイクルカーボンの算定・評価等を促進する制度
に関する検討会」の中間とりまとめ案を公表 —— 国土交通省

第１ステップ
LCCO2評価の実施、自主的削減

第２ステップ
LCCO2評価の一般化、削減策の措置 
（制度開始後３年以内をめどに検討開始）

第３ステップ
LCCO2削減策の強化

～2027 2028 2030年代 2040年代 2050

■ 算定ルール、評価
基準の作成・公表

■ 表示ルールの作成・
公表など

■ 建築主のLCCO2評価・届出（例：5,000㎡以上の事務所の新築など）
 設計者の建築主へのLCCO2評価説明（例：2,000㎡以上の非住宅建築物の新築など）
■ LCCO2評価結果の第三者評価・表示（例：住宅・建築物の新築・改修など）
 国の指針策定（LCCO2算定・評価のルール、建材・設備CO2などの排出量原単位整備など）など

■ 届出対象拡充（制度開始後おおむね５年以内）
  （例:対象用途・規模の拡充） ■ LCCO2削減策の

段階的強化
■ LCCO2削減策の措置

◆ 建築物のライフサイクルカーボン（LCCO2）の削減に向けたロードマップ
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資 料 室

新  設  住  宅  計
建築主別

9月
対前年同月比 6月7月8月対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
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給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
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鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2025年9月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減

プレハブ
2×4

2024年

2×4、
プレハブ戸数

（利用別・千戸）
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▲ 5,37163,570
785

62,785
18,273
28,494
375

16,428
6,121
10,070
57,865
5,705
741

1,490
0

3,474
40,060
23,510
117

15,275
8,100
12
6

60,275
132

60,143
17,532
26,585
339

15,819
6,148
9,476
55,545
4,730
108

1,372
0

3,250
37,046
23,229
443

14,878
7,868
33
7

61,409
662

60,747
17,665
27,412
446

15,886
5,971
9,709
55,883
5,526
627

1,482
0

3,417
37,024
24,385
166

15,625
8,544
42
8

55,956
797

55,159
16,030
24,289
562

15,075
5,945
8,921
50,496
5,460
718

1,451
0

3,291
33,794
22,162
538

13,851
7,750
17
6

▲ 4,984
439

▲ 5,423
▲ 1,082
▲ 2,539

131
▲ 1,494
▲ 1,530
▲ 41

▲ 5,030
46
419

▲ 612
0

239
▲ 899

▲ 4,085
▲ 162

▲ 3,750
▲ 133
▲ 15
▲ 25
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▲ 5,760
▲ 1,254
▲ 1,241
▲ 38

▲ 2,838
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▲ 5,411
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0
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▲ 1,923
▲ 24
▲ 10

▲ 7.3% ▲ 7.8%
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▲ 8.0%
▲ 5.6%
▲ 8.2%
53.7%
▲ 8.3%
▲ 20.0%
▲ 0.4%
▲ 8.0%
0.8%

130.1%
▲ 29.1%

―
7.4%

▲ 2.2%
▲ 14.8%
▲ 58.1%
▲ 19.7%
▲ 1.6%
▲ 55.6%
▲ 80.6%

98.2%
▲ 8.4%
▲ 6.4%
▲ 4.2%
▲ 9.2%
▲ 14.7%
▲ 24.9%
▲ 8.6%
▲ 8.6%
0.7%
89.5%

▲ 30.4%
－

10.8%
▲ 0.9%
▲ 17.5%
▲ 71.7%
▲ 15.2%
▲ 19.2%
▲ 66.7%
▲ 62.5%

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

2025年

（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）

2025年2024年

9月 10月 11月 12月
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11月
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